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序

平成3年 度 に設立 された当埋 蔵文化財セ ンター も2年 目とな りました。平成

4年 度 も前年度 に加 えて事業量は増加 してお り， これに対 して調査員 も増員 さ

れ，調査体制 の充実が図 られま した。 また，施設面 において も新た に高知県立

埋蔵文化財 セ ンターの整理 ・収蔵施設の建設 が着手 され，その拡充が進 め られ

てい ます。

しか しなが ら，県下 にお ける開発 の波 は大 きく，今 後 も発掘調査事業 は増加

の傾向にあ ります。 このような状況の 中で埋蔵文化財 セ ンターの役割 も大 きく

な り， さらなる発展が望 まれているところです。

また，発掘調査事業の他 に も普及 ・啓 蒙事業の一環 として，発掘調査 に伴 う

現地説明会の開催 や高知県立歴史民俗資料館 との共催 による企画展等 を行 い，

埋蔵文化財の保護，保存の推進 に努めてまい りました。

設立2年 目であ り十分な成果 を残すには至 りませんで したが，今後 も開発 と

埋蔵文化財保護の調和 を図 るべ く，発掘調査事業，普及 ・啓蒙事業 ともに推 し

進めてい く所存 ですので，皆様の さらなるご指導， ご援助 をお願 いす るところ

です。

最後 にな りましたが，本書 は平成4年 度の事業概要 をまとめたものであ り，

事業 を進め るうえで ご協力 を頂いた関係各位 にお礼 申 し上げる とともに， 当セ

ンターの事業へ の理解 を深めて頂 くことによ り，埋蔵文化財保護の一助 となれ

ば幸です。

平成5年3月

財団法人高知県文化財団

埋蔵文化財 セ ンター

所長 小 橋 一 民
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例 言

1． 本書は財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターの平成4年 度 （1992）事

業の概要をまとめたものである。

2． 発掘調査については，当セ ンターの受託事業，派遣事業以外に も県教委及

び市町村教委で実施 した調査 も県下の状況を把握するために収録 した。

3． Ⅳ．発掘調査概要報告 については，各担当調査員が執筆 した。また，その

他の執筆，編集は曽我貴行，森田尚宏が取 りまとめた。



Ⅰ 財 団 法 人 高 知 県 文 化 財 団

1． 財 団 法 人 高知 県文 化 財 団 の概 要

（1）設立趣 旨

近年，所得水準の向上や自由時間の増大など社会経済情勢の変化 を背景に，芸術文化活動に

直接参加 し，或いは歴史的 ・文化的遺産に自ら親しむことを通じて，生活の中に潤いとやすら

ぎを求めるという県民の文化的ニーズがかつてなく高まってきている。

このような時代すう勢の中で，これからの文化行政は，より県民の期待 に応えるものでなけ

ればならないが，特にその推進に当たっては，単に行政のみが主導してい くのではな く，行政

と民間がそれぞれの叡智，力を出 し合い，一致協力してゆ くことがなによりも必要である。

高知県文化財団は，こういった使命と目的のもとに，県民文化の振興に資する芸術文化関連

諸事業を，県，市町村，民間の力を幅広 く結集して総合的，体系的に運営実施すると共に，県

民の文化活動の拠点となる各種の芸術文化施設についてもその特性 を生かし，公共性 を確保 し

つつ，県民サービスの向上につながる，柔軟で弾力的な管理運営 を行 うなど，今後の本県の芸

術文化活動の推進母体としての役割を担おうとするものである。

（2）事業 内容

1）音楽，演劇，美術その他の芸術文化事業

2）教育，学術及び文化の国際交流事業

3）歴史民俗資料館，美術館等芸術文化施設の管理運営事業

4）埋蔵文化財の調査研究，整理保存，展示等の事業

5）その他文化振興に関する事業

（3）設立年 月 日

平成2年3月28日

（4）事務局所在地

高知県南国市岡豊町八幡字岡豊山1099-1高 知県立歴史民俗資料館内



2．財団法人高知県文化財団の組織

（1）財団組織

1）理事会役員

理事長1名 副理事長2名 専務理事1名 理事6名 監事2名

2）事務局

総務部長 （専務理事）－総務課長 （歴史民俗資料館副館長）－事務職員

3）財団組織図

（2）財団役員



Ⅱ 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

1． 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ーの 概 要

（1）設立趣 旨

財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターは，高知県における埋蔵文化財の調査研究及び

資料の保存管理を行 うとともに，埋蔵文化財愛護思想の普及啓蒙を図り，本県の文化振興に寄

与することを目的とする。

（2）事業内容

1）埋蔵文化財の発掘調査

県内における遺跡の発掘調査を行い報告書を刊行する。

2）埋蔵文化財の保存管理

発掘調査等による出土遺物，調査記録等の整理及び保管を行う。

3）埋蔵文化財の研究 ・普及啓蒙

埋蔵文化財について調査研究を行うとともに，その成果をもとに出土遺物の公開展示現

地説明会及び展示会の開催等により，埋蔵文化財愛護思想の普及啓蒙を図る。

4）埋蔵文化財に関する資料収集及び情報提供に関すること

5）高知県立埋蔵文化財センターの管理 ・運営に関すること

（3）設立年 月 日

平成3年4月1日

（4）セ ンター所在地

高知県南国市篠原南泉1437-1

2． 埋 蔵 文化 財 セ ン ター の組 織

（1）セ ンター組織



（2）セ ンター職員



Ⅲ 年間事業の概要

1． 発 掘 調 査 事 業

本年度は，埋蔵文化財センター開設2年 目であ り，調査員の増員も行われたが，昨年度に引

き続 き開発に伴う緊急調査が主体を占めてお り，今後も増加する傾向にある。埋蔵文化財セン

ターの事業としては，受託事業である発掘調査 と調査員派遣による発掘調査が行われたが，県

内市町村における専門職員が1町 を除き皆無であるところから，調査員派遣による発掘調査の

占める割合が高 く，今後増加する大規模開発に伴 う受託事業を考えれば，市町村 における専門

職員の配置に向けての方策が必要とされるであろう。

また，事業によっては県教育委員会からの職員の派遣を受けて行われた調査 もあ り，県内に

おける発掘調査全般について，その概要を以下にまとめる。

（1）受託事業

平成4年 度における受託事業は11件 であり，県教育委員会 （建設省か らの再受託），道路公

団，県及び市町村，民間からの受託であった。11件 中本調査は，大規模調査である中村宿毛

道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査 を中心に6件 であ り，調査面積は合計約15,000㎡ であった。

中村宿毛道路関連遺跡の発掘調査 としては，ハナノシロ城跡，江 ノ古城跡，西 ノ谷遺跡の調

査が行われ，平成5年 度以降も継続的に計画地内の埋蔵文化財調査が行われる予定である。ま

た，県からの委託により秦泉寺廃寺跡，峰ノ上遺跡の2件 ，春野町からの委託では南浦遺跡，

民間からの委託では柳 田遺跡，金地遺跡の2件 の調査が行われた。

試掘 ・確認調査は5件 であ り，道路公団からの委託により栄エ田遺跡，県からの委託により

バーガ森北斜面遺跡，市町村の委託では中村市から国見遺跡，高知市から柳田遺跡の試掘調査

が行われ，学術調査としては，池川町からの委託 により坂本大平岩陰遺跡の確認調査が行われ

た。調査面積は合計約500㎡ であった。また，平成3年 度に発掘調査が行われた稗地遺跡の整

理作業及び報告書作成が県の委託により実施された。

（2）調査員派遣事業

調査員派遣による発掘調査は23件 であり，各種開発 に伴う緊急調査，国庫補助による学術

調査，試掘調査等，多岐にわたっている。

本調査 は6件 であ り，何れ も圃場整備事業関連に伴 う調査であった。調査面積 は合計約

10,125㎡ と多 く，調査面積 に比 して期間的にも，経費的にも厳 しい条件であった。派遣は次

のとおりである。



土佐山田町－ 林田シタノヂ遺跡 野市町－本村遺跡 佐川町－ 岩井口遺跡

土佐山田町－ 久次遺跡カリガヤノ地区 春野町 － 仁 ノ遺跡 大正町－ 木屋ケ内遺跡

圃場整備事業及び関発等 に伴 う試掘調査は8件 ，調査面積は合計約l,430㎡ であり，派遣は

次のとお りである。

南国市－ 土佐国分寺跡 中 村 市 － 平野遺跡 十和村 － 川口新階遺跡

〃 － 東崎遺跡 土佐清水市 － ミズクレ遺跡 三原村 － 岡の前遺跡

〃 － ハ ザ マ ダ遺 跡 春 野 町－西畑遺跡

学 術 ・確 認 調査 は5件 ，調 査 面 積 は合 計 約2,958㎡ で あ り，派 遣 は次 の とお りで あ る。

土佐山田町－ 伏原大塚古墳 春野町 － 芳原城跡 本山町－ 松ノ木遺跡

大 月 町－ ムクリ山遺跡 ・竜ヶ迫遺跡

その他，県教育委員会調査員による調査が3件 行われており，調査面積は合計約143㎡ であ

った。また，土佐山田町教育委員会によって圃場整備事業に伴う試掘調査1件 ，調査面積328

㎡が行われた。

高 知 市－ 篭ノ谷遺跡 春野町－奥谷遺跡 東津野村－ 高野遺跡

土佐山田町－ 新改西部遺跡群

平成4年 度 受託発掘調査



平成4年 度 受託発掘調査位置図

柳田遺跡

ハナノシロ城跡



平成4年 度 調査員派遣発掘調査他



平成4年 度 調査員派遣発掘調査他

伏原大塚古墳

本村遺跡



2． 発 掘 調 査 報 告 書 刊 行 ・資 料 管 理 事 業

平成4年 度に行った発掘調査について，当該年度に終了する事業については，整理作業，報告書

作成を行い，平成5年 度以降への継続事業については，報告書作成に向けて基礎整理作業を実施 した。

埋蔵文化財センターに保管中の遺物について，平成4・5年 度かけて実施される県立埋蔵文

化財センターの建築のため一時搬出し，外部保管を行った。

資料収集 としては，図書資料の購入を行い資料の充実を図ったが，経費的制約もあ り十分で

はなかった。また，各教育委員会，埋蔵文化財センター，大学等からの寄贈図書を受け入れ，

整理，収蔵 した。なお，県教育委員会において寄贈を受けた図書についても当埋蔵文化財セン

ターにおいて保管，管理を行っている。

平成4年 度に刊行された県内の報告書は次のとお りである。また，平成3年 度作成の当セン

ターパ ンフレットを増刷，配布 し，普及 ・啓蒙の一助とした。

平成4年 度埋蔵文化財センター刊行報告書

平成4年 度市町村教育委員会刊行報告書

遺物等発掘調査資料の貸出



3． 普 及 啓 蒙 事 業

本年度における普及啓蒙活動 としては，発掘調査に伴う記者発表，現地説明会を中心として，

高知県立歴史民俗資料館企画展の共催，各種研修会への講師派遣，パンフレットの配布等を行

い，埋蔵文化財保護思想の定着，促進に努めた。

（1）記者発 表 ・現地説 明会等

発掘調査に伴い記者発表，現地説明会を6遺 跡で行 った。現地説明会における参加人数は

50～300名 と盛況であ り，県内の遺跡 と発掘調査について理解を深めることができた。また，

中村市のハナノシロ城跡では夏休み子供体験学習，柳 田遺跡では小学校の遺跡見学なども行わ

れ，各地域における調査の状況を広 く知 らせることがで きた。

平成4年 度現地説明会等開催

岩井口遺跡現地説明会 西ノ谷遺跡出土鍬



柳田遺跡及び松 ノ木遺跡の現地説明会では，発掘調査，現地説明会等についてのアンケー ト

を行った。その結果は以下のとお りである。現地説明会への参加は初めての人がかなりの割合

を占めてお り，今後も現地説明会の開催 を進めていかなければならない。 また，現地説明会の

開催はやはり新聞を通じて知った割合が最も高 く，次いで広報紙等であり，積極的な地元市町

村の協力，参加が求められる。埋蔵文化財センターの存在については，設立2年 目ではあるが

かなり周知されているようである。

松ノ木遺跡 柳田遺跡現地説明会



（2）展示 会等

埋蔵文化財の普及を目的として，平成3年 度に高知県立歴史民俗資料館 との共済事業 として

企画展 「土佐を掘る」を実施 したところであるが，本年度 も引続 き第2回 の共催企画展として

「土佐の戦国時代 を掘る」を開催 した。戦国時代の土佐にスポットをあて，近年調査事例の多

い城跡 を中心に居館跡 も含め，木製品等の豊富な遺物により展示が行われるとともに講演会も

行われ，多数の見学者の参加を得ることができた。

また，文化財保護担当者等研修会への講師派遣，埋蔵文化財センターの見学受入れ，市町村

における展示会への指導等を行い広 く広報，普及活動を進めた。

○展示会名 「土佐の戦国時代を掘る」

会 場 高知県立歴史民俗資料館

期 間 平成5年1月15日 ～3月2l日

講 演 会

日 時 平成5年1月23日

演 題 「土佐の中世山城」

講 師 （財）高知県文化財団埋蔵文化財センター

主任調査員 松田直則

演 題 「発掘された長宗我部氏の城－岡豊城跡－」

講 師 （財）高知県文化財団埋蔵文化財センター 調査第2係 長 森田尚宏

日 時 平成5年2月27日

演 題 「仏教考古学が語る戦国時代の土佐」

講 師 高知県立歴史民俗資料館 学芸主事 岡本桂典

「土佐の戦国時代 を掘 る」講演会
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〇講師派遣 「第1回 中央地区文化財保護担当者等研修会」

日 時 平成4年6月22日

講 師 （財）高知県文化財団埋蔵文化財センター 主任調査員 廣田佳久

見 学 高知県立埋蔵文化財センター

○施設見学

日 時 平成4年6月17日

見学者 本山町教育長 ・文化財保護委員他9名

○展示指導

日 時 平成4年3月 ～5月

施 設 安芸市立歴史民俗資料館

展 示 第6回 特別展 「家老屋敷出土品展」

指 導 （財）高知県文化財団埋蔵文化財センター 主任調査員 松田直則

4． 研 修 事 業他

本年度 も職員の資質向上及び発掘調査 ・研究の向上を図るために次の研修に参加 した。当セ

ンター主体の定期的研修は実施されておらず今後の課題であるが，新任の職員を対象 としたセ

ンター内の新任研修を平成4年4月 ～5月 に行 った。

平成4年 度奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター研修

会議等参加



Ⅳ 本発掘調査概要

ハ ナ ノ シ ロ 城 跡 （92-10NSM）

1． 所 在 地 中村 市 江 ノ村 字 ハ ナ ノ シ ロ

2． 立 地 丘 陵

3． 時 代 戦 国 時代

4． 調 査 期 間 平 成4年5月21日 ～10月16日

5． 調 査 面 積3,500㎡

6． 担 当 松 田直 則

7．調査内容 ハナノシロ城跡は，標高35ｍ 前後の尾根上先端部に構築 された中世の城郭で

ある。この丘陵には，古城という小字が残 ることと，尾根上4ヶ 所に人工的と考えられる平坦

部を確認 したことから中世城郭との判断をした。その後開発にかかるということで試掘調査を

実施 し遺構 ・遺物の確認を行 った結果，ピット及び土師質土器を確認 した。調査は，道路幅で

削平される部分を対象として行 ったため，Ⅰ郭 ・Ⅱ郭 ・Ⅲ郭 ・Ⅳ郭及び東側斜面を実施 した。

調査の結果，詰にあたるⅠ郭か ら掘立柱建物跡1棟 （2間×2間 以上），覆いを持つ土坑，柵

列を検出 した。Ⅱ郭では掘立柱建物跡1棟 （2間×3間 ），Ⅲ郭では掘立柱建物跡1棟 と，柵列，

土塁状遺構，集石遺構，竪堀3条 を検出し

た。Ⅱ郭の西側には，Ⅳ郭が帯曲輪 として

構築されてお り，ここでは柵列を検出した。

さらに城跡南東側の谷部では堀切を検出し

た。今回調査で，東側斜面部を調査できた

が，この斜面部では壇上に細い平坦部が人

工的に形成されており，防御機能を持たせ

た遺構 と判断し，雛壇状遺構 とした。雛壇

状遺構は，堀切を望む位置に設けられた細

長い平坦地で，戦時には堀切を進入 し攻め

て くる敵を攻撃する面 も持ち合わせていた

と考えられる。ハナノシロ城跡は小規模城

郭にはい り，本城である江ノ古城の支城と

考えられている。しかし立地的な面と堀切

の構造や，防御的に優れた遺構の配置がな

されている点等検討すべ き所がある。城跡

の性格は，今後周辺の城跡 も含め検討 しな

ければならないが，当時交通手段として利

用 した中筋川 との関連 も考えていかなけれ

ばならない。

ハナ ノシロ城跡復 元想像 図

ハナノシロ城跡雛壇状遺構



え こ

江 ノ 古 城 跡 （92-11NSE）

1． 所 在 地 中村 市 江 ノ村 字 エ ノジ ョウ

2． 立 地 北 西 にの び る丘 陵 の先 端 部 （標 高 約24ｍ ）

3． 時 代 戦 国 時代 ～ 近 世

4． 調 査 期 間 平成4年5月21日 ～l1月13日

5． 調 査 面積1,400㎡

6． 担 当 曽我 貴 行

7．調査内容 江ノ古城跡 は，前述のハナノシロ城跡の北東約400ｍ の距離にある中世の山

城跡である。城跡は中筋川へ向かって北西に延びた標高55メ ー トル前後の丘陵頂部 を中心 に

構築 されており，最高部の詰をはじめ4箇 所以上の曲輪が現状でも確認できる。

本年度の調査は，前年度の調査によって遺構の存在が確認された平坦地形部分，そこから城

跡の中心部分へ連なる斜面，及びその頂上部の一部を対象としておこなった。いずれも城の縄

張の中心部から外れた部分であ り，平地との比高差もより低い場所である。

調査の結果，現在確認できる3つ の平坦地形は，かつて北西方向に延びる尾根上の単一の平

坦地形であったものが，近世以降に南 ・西の2方 向からの削平によって，3つ の平坦地形に分

割されたものであることが判明 した。近世以降の削平によって造 られた2つ の平坦部からは，

土坑状遺構 ・ピット状遺構が検出されたが，遺構からの出土遺物は近世以降の陶磁器 ・瓦等で

あり，城が廃絶された後に屋敷地等 として利用 されていたことが窺われる。一方，削平 されず

に残 されたとみられる今一つの平坦部からは，柱穴及びピット状遺構30基 余 りが検出され，

4棟 の掘立柱建物が復元できた。遺構からの出土遺物が皆無であり，断定はできないが，城郭

の存続時期に機能 した建物である可能性が高いものといえる。

また，斜面部分の調査では城郭に付属する防御施設の検出には至 らなかったが，斜面堆積土

中から数点の弥生土器が出土した。この弥生土器は，高知県西部で中期末に位置付けられる神

西式土器に併行するものと考えられる。原位置 を保 っているものとは考えられないが，付近に

当該期の遺跡が存在 したことを物語っている。このように弥生第Ⅳ様式併行期の遺物が山城跡

から出土する事例 は，県内では南国市岡豊城跡

他で知られてお り，高地性集落遺跡 との関連に

注意が払われてきた。江ノ古城跡の事例 も高地

性集落遺跡の存在が濃厚であり，山城 と高地性

集落との重複例 に，今回新たに一例が加わった

ことになる。今次調査は中世城郭を対象 とした

ものであったが，今後は山城跡 を高地性集落 と

いう観点から見直すことも必要であろう。

江ノ古城跡航空写真



にし たに

西 ノ 谷 遺 跡 （92-12NSN）

1． 所 在 地 中村 市 江 ノ村 西 ノ谷

2． 立 地 中筋 川右 岸 に展 開す る低 湿 地

3． 時 代 弥生 時代 前 期 末 ・古 墳 時代 前 期

4． 調査 期 間 平 成4年9月24日 ～12月26日

5． 調査 面積1,400㎡

6． 担 当 出 原 恵 三 （高 知 県 教 育 委 員 会 ）

7．調査内容 県西部における弥生時代前期の遺跡は，l0個 所前後確認されているが本格的

な調査が実施されたのは入田遺跡のみ （昭和26年 ）であり，今次調査は実に46年 振 りの調査

であった。この間県中 ・東部においては調査の進展に伴い弥生文化受容期の様相が飛躍的に明

らかになりつつある中で，西部がいかなる展開を示すのか興味をか りたてられるものがあった。

今次調査で出土 した前期末の土器は，2基 の土坑及び生活面から検出した一括性の高い資料で

あり量的にも西部の様相を知る上で十分なものである。以下要点を紹介 したい。

器種は，甕 ・壺 ・鉢からなってお り，出土点数 と比率 は各々184点 （91.5％），l3点 （6.5

％），4点 （2.0％）であ り甕が最 も多 くを占めている。この甕は，図示 したようにバリエー

ションが豊富なことを特徴 とする。① と②は，中期に至って確立する土佐型甕の祖形 となるも

ので全県下的に分布するタイプである。④は，汎西 日本的に分布する遠賀川式土器に属する。

注 目すべきは③のタイプである。刻 目突帯を有 し深鉢状の形態をとどめる特徴は，大分県に多

く分布する下城式土器に類似するものである。ただ大分の下城式土器 と異なるところは，当遺

跡出土例の中には，口縁部内面に沈線の施されるものが存在することである。いずれにしても

この種の突帯文土器は今次調査で初めて出土 したものであり，県中 ・東部では全 く存在 しない

タイプである。下城式 タイプの成立の背景には，豊後水道をはさんだ地域に分布 した縄文晩期

の刻目突帯文土器があることは贅言を要 しない。従って当地においては，入田B式 にその系譜

を求めることができる。口縁内面に見 られる沈

線も入田B式 に認められる特徴である。田村遺

跡群を中心 とする県中 ・東部においては，前期

初頭から遠賀川式土器が展開し，晩期系の刻目

突帯文土器は初頭の段階で消滅する。西部にお

いては前期末に至っても根強 く突帯文が残って

いるのは，弥生文化の受容のあり方が，高知の

西と東とでは異なっていることを示 してお り，

興味深い現象である。

西ノ谷遺跡出土弥生前期末の甕



やなぎだ

柳 田遺跡 （92-1KY）

1．所 在 地 高知市朝倉字柳田162番 地1他

2．立 地 旧鏡川流域沖積地

3．時 代 縄文時代後期～古墳時代

4．調査期間 平成4年8月3日 ～12月28日

5．調査面積4,539㎡

6．担 当 森田尚宏，藤方正治，吉成承三，松村信博，

武吉真裕，寺川嗣 （高知県教育委員会）

7．調査内容 柳田遺跡は，昭和56年 に土佐道路関連用排水路工事に伴い発見された遺跡で

あり，地表下約2ｍ か ら弥生時代前期の土器や石器などが出土している。平成4年4月 には店

舗建設計画に対 し，遺跡の範囲，性格等を確認するために試掘調査が行われ，弥生時代前期～

中期の土器，石鏃，石包丁，獣骨片，魚骨片などが出土し，炭化物，焼土 を含む土坑が検出さ

れた。また，弥生時代後期から古墳時代にかけての自然流路も検出され，流路の中から，完形

の壺，甕，高杯等が出土 した。この試掘調査の結果を受け，同年8月 から本調査 を実施 した。

今回の調査で検出された自然流路 は，幅約20ｍ ，深さ約2ｍ を測 り，調査対象地の中央部

からやや南部にかけ，ほぼ東西方向に流れていた。流路の検出面は地表下約2ｍ で，上層には

黒褐色粘質土の植物堆積層がみられ，自然流木とともに，琴柱，鍬，杵，臼，砧，斧柄，梯子，

杭，建築部材等多量の木製品が出土した。これらの木製品は，古墳時代のものであり，質，量

ともに県下最大である。また，馬骨等の獣骨片 も出土 してお り，自然植物 と同様に当時の環境

や社会を研究するための重要な資料 を得 ることができた。植物堆積層下には，流路形成時の堆

積層である砂利層が互層で堆積 してお り，弥生時代前期末から古墳時代初頭にかけての土器片

が多量に出土 した。中には，櫛描 きによる沈線 と鋸歯文 を施 した彩文土器 も出土 している。調

査対象地西部の流路では，弥生時代の土器片は僅少で，古式土師器の段階の壺 ・甕 ・鉢 ・高杯 ・

小型三種等の土器片が中心である。中には，布留式段階の搬入品も認められる。

以上の事から，自然流路は，方向，堆積状況からみて旧鏡川の流路 と考えられ，集落自体は

検出されていないが鏡川の自然堤防上に立地 している可能性が高 く，洪水等により流されるた

びに周辺部を移動 し，集落を営んでいたと考えられる。

Ⅱ区 遺構検出状態 Ⅰ区 線刻土器出土状態



調査対象地域の南東部分では弥生時代の包含層及び土坑群が検出された。土坑は大小様々で

あったが，調査区の南端部や南東隅で検出されたものは比較的残存状態が良好であった。

Ⅱ区SK1は 調査区の南壁近 くで確認 された良好な土坑のひとつであった。長径1.5ｍ ，短

径1.0ｍ のほぼ楕円形を呈 したものであるが，出土遺物の点数は600点 を越える。この中には

多 くの壺の破片 と共 に石包丁も見られた。 Ⅱ区SK22，23と Ⅳ区SKか らは多 くの土器片 と共

に彩紋土器，魚骨，木の実などが出土 している。Ⅱ区SK53～55，57～59は 土坑群の中でも規

模が大 きく直径1.5ｍ ～2.5ｍ のほぼ円形 を呈し，深 さは40㎝ ～60㎝ を測る。これらは埋土

として炭化物を伴う黒色土層 と青灰色粘土層 を持 ってお り，互層 を成 して存在する。

弥生時代の土坑群や包含層から出土した遺物は，土器 としては前期末の大篠式から中期前半

の永野式に属するもので，朱を施した壺の破片が多 く見 られた。土器以外ではサヌカイ トやチ

ャー ト製の石鏃 ・柱状片刃石斧 ・偏平片刃石斧 ・磨製石包丁 ・叩石 ・砥石 ・石錐 ・紡錘車が完

形 もしくは破片で出土してお り，偏平な鉄製品の破片 も見 られた。

弥生時代の遺構面下と調査区北部からは縄文時代の遺物が出土 している。晩期の土器は粗製

深鉢の破片であ り，内外面に条痕 を施 し口縁端部に刻み目を持つ ものが出土 している。石器で

はサヌカイ ト製の石鏃や剥片であり，遺構には伴わないが勾玉 も見 られた。又，調整痕のある

木片は溝状に堆積 した細砂土の中から自然木 と共に出土 したものである。晩期遺物包含層の1

ｍ下層からは後期前葉の中津式から連なる磨消縄文土器が出土 してお り，この中にも朱を施 し

た浅鉢の破片が存在 した。これらのことからも柳田遺跡は断続的にではあるが河川を中心とし

た広範囲にわたる遺跡 と考えられる。

沖積地に立地する遺跡の常で，この遺跡 も河川による影響が甚だしい。流路内の複雑な堆積

はもとより，比較的安定 した堆積状況を示す と思われていた弥生時代の包含層の下にも流路の

痕跡を確認するに至 り，各時代を通 じてここ柳田地域で暮 していた人々と彼らを取 り巻 く環境

を知る上で諸科学の力が有効であり，必要不可欠であろう。また，この調査から得 られた資料

が今後考古学のみでなく各分野で役に立つ事が出来ると考えられる。

Ⅱ区 馬の下顎骨出土状況 Ⅱ区SK－1遺 物 出土状況



かな じ

金 地 遺 跡 （92-14NK）

1． 所 在 地 南 国 市 金 地 北 籠 西824-1

2． 立 地 長 岡台 地 南 部 の 段 丘 崖 下 標 高20～21ｍ

3． 時 代 弥 生 ・平 安 ・鎌 倉 ・室 町 時 代

4． 調 査 期 間 平 成4年6月22日 ～8月15日

5． 調 査 面 積 約900㎡

6． 担 当 藤 方 正 治 ・吉 成承 三

7．調査内容 今年度の金地遺跡発掘調査は，1990年3月 に南国市教委が行 った発掘調査区

に西隣する地域を対象地 として行われた。

検出遺構 としては調査区の中央部で竪穴住居跡 を2棟 （ST1・2） ，北部で掘立柱建物跡と

考えられる柱穴列 （SB1） と溝状遺構2条 （SD1・2） ，その他 に東部で柱穴群 を確認 した。

遺構 は全て黒色の腐植土を埋土 とし，拳大以上の円礫を含むもので，特 にSTl・2，SB1で

は顕著であった。

ST1は 一辺4.5ｍ の隅丸方形住居であ り，版築によるベ ッド部を南辺以外に施 したもので

ある。主柱穴は4個 でベ ッド部上面にも3個 の柱穴を認めたが，中央ピットは確認できなかっ

た。ST2は 一辺5.5ｍ の規模 を持つ隅丸方形住居であ り，北西方向と南東方向に突出部を持

つものである。前者は住居址の床面より高い出入 り口様のものであ り，後者は土坑状のもので

ある。主柱穴は4個 を確認 し，南側の主柱穴間には小 ピットを持つ。住居址からの出土遺物の

うち土器は概ねヒビノキⅡ式の範疇に入るもので，甕と鉢を中心 として壺 ・高坏 ・支脚 ・甑な

どである。土器以外では鉄鏃や叩石が出土している。

その他の遺構に付いては出土遺物から，SB1は 上述の竪穴住居二棟 と同 じ頃に機能 してい

たと考えられ，SD1と 柱穴群は遺物は僅少であったが中世のものと考えられる。

上 ：ST1・ST2完 掘 状 況

左 ：ST1・ST2出 土 土 器 構 成 表 とグ ラ フ



みね うえ

峰 の 上 遺 跡 （92-21KM）

1． 所 在 地 高 岡 郡 窪 川 町 峰 の上

2． 立 地 五在 所 の 峰南 西 側 山 麓 の舌 状 台地

3． 時 代 縄 文 時代 ・中 ～ 近 世

4． 調査 期 間 平 成4年6月22日 ～8月29日

5． 調査 面積1,300㎡

6． 担 当 近森 泰 子

7．調査内容 峰の上遺跡は窪川町と佐賀町の境界 となる峠であり，標高230～240ｍ の段々

畑に位置する。平成3年 度の試掘調査 により青磁片を含む柱穴群が検出され，中世の掘立柱建

物跡を確認するとともに，縄文時代の石鏃も表採されてお り，山間部に多 くみられる縄文 と中

世の複合遺跡と考えられ，本調査が実施された。遺跡は過去にかな りの削平 を受けており，表

土，床土下が遺構面であった。表土，床土中には縄文時代の遺物が含 まれており，器形は判明

しないが縄文土器片が数点，チャー ト製の縦形石匙1点 ，やや抉 りの深い珪質頁岩製の打製石

鏃2点 ，同石質のスクレーパー1点 がみられる。他にサヌカイ ト，姫島産黒曜石，チャー ト等

の剥片 も出土 しているが，遺構は削平により消滅 しているが，赤ホヤ火山灰を埋土 とする土坑

1基 が検出された。土坑の壁からは姫島産黒曜石の剥片が3点 出土 しており，赤ホヤ火山灰が

自然堆積であれば，峰の上遺跡は縄文時代前期にさかのぼる可能性がある。中～近世では，発

掘区に 「ムカイヤシキ」の小字が残されてお り，「長宗我部地検帳」にも記載がみられる。検

出された掘立柱建物跡は数回の建替え及び削平を受けており規模等は不明であるが，数棟の建

物の存在が考えられる。柱穴中より細蓮弁青磁の出土や，柱穴上の礫の下に青花を埋納する例

もあり，15～16世 紀 と考えられ，土釜 も出土 している。また，削平のため部分的ではあるが

4条 の溝が検出されてお り，15世 紀中～後半の白磁皿，備前焼擂鉢，土釜，16世 紀の青花皿

が出土 した。性格は不明であるが掘立柱建物跡 と同時期 と考えられ，屋敷の周囲を巡る溝跡の

可能性が強 く，用排水路 としての機能 も考えられる。中世の村落の発掘例は少なく，農村の状

態も明らかではないが，輸入陶磁器が全体の9％ を占め，備前焼等の搬入品も多 く出土するこ

とから，峰の上遺跡が高岡郡 と幡多郡の境であ

る峠という立地であり，県中央部から西部，北

西部への交通の要衝であるという事 もあいまっ

て，海上交通や四万十川の河川交通が中世にお

いても盛んに行われていた状態を示 している。

その後の峰の上遺跡では，近世陶磁器も多 く出

土しており，近世村落 として存続 していたこと

が文献からも確認することができる。

出土遺物



みなみうら

南 浦 遺 跡 （92-5HM）

1． 所 在 地 吾 川 郡 春 野 町 東 諸 木2040番 地

2． 立 地 新 川 川 東 側 の低 地 ・雀 ヶ森 城跡 の 南 西側

3． 時 代 弥 生 時代 ～ 近 世

4． 調 査 期 間 平 成4年5月1日 ～6月19日

5． 調 査 面 積690㎡

6． 担 当 江戸 秀輝

7．調査内容 南浦遺跡は，吾川郡春野町の南東部の東諸木に所在する遺跡で，雀 ヶ森城跡

の南西側の標高1～3ｍ 前後の低地の水田に立地 している。今回の調査は，特別養護老人ホー

ム ・デイサービスセンター建設に伴 う事前の調査 ということで，建設予定地内のうち，平成2年

度の試掘の結果，調査が必要と考えられる690㎡ について実施した。試掘調査の際には，古墳時

代初頭の土器 と中世初頭の土師質の椀 とが出土 し，遺構は，土坑，溝，柱穴等が検出されていた。

今回の調査の結果，弥生時代から中世まで，ほぼ同じ場所で若干形を変えながら機能してい

たとみられる溝 と，その溝の枝状に浅い溝が検出された。他 に，柱穴や，近世以降と思われる

川岸の石垣の跡が検出された。溝については，大きい部分で，幅約4ｍ で，深 さ約lｍ で，枝

状の溝については，幅約1ｍ ，深 さ約40㎝ であった。この枝状の溝は4ヶ 所検出され， ここ

からは古墳時代の高坏，椀が，そこに置かれた形で出土している。幹 となる溝は，埋土の堆積

状況が明らかに幾層かに分類でき，その層 によって出土遺物の時代が分かれており，弥生時代

に始まり若干堆積 し姿を変えながら古墳時代 ・古代 ・中世へ と水路 として機能 し続けた様子が

うかがえる。遺物は，弥生時代の甕，古墳時代の甕 ・椀 ・高坏，古代は土師器 （坏）を主 とし

て，須恵器 （椀），中世 も土師器 （坏） を主として出土 している。川岸跡の遺構周辺からは近

世陶磁器が出土 している。今回の結果 より，集落跡の中心は，今回の調査区より東側の，雀 ヶ

森城跡のある独立丘陵の斜面下部に広がっていたと考えられる。溝については，この標高約

60ｍ の丘陵を源 とした水を利用するために整備 して使用 されていたと考えられる。 また枝状

の部分については，祭祀的な性格の可能性 も考えられるのではないだろうか。

溝状遺構完掘状態 遺物出土状況



よしはら

芳 原 城 跡 （92-2YS）

1． 所 在 地 吾 川 郡 春 野 町芳 原

2． 立 地 独 立 丘 陵

3． 時 代 戦 国 時代

4． 調 査 期 間 平成4年10月10日 ～12月18日

5． 調 査 面 積1,500㎡

6． 担 当 松 田 直則

7．調査内容 芳原城跡は，昨年度に引き続 きニノ段中心に調査を行 った。今回の調査で虎

口遺構 ・土坑 ・柵列等を検出 し，詰 ・ニノ段の全貌が明らかになった。ここでは簡単に，前回

の検出遺構 も含めての概要を紹介することにする。詰の南側では，虎口を一部検出した。虎口

の全貌は，来年度の調査を待たなければならないが城門の建物は確認 している。虎口から西側

にかけては，柵列と溝，さらに溝から西側は総柱の掘立柱建物跡2棟 ，隣接 して北側には同じ

く掘立柱建物跡3棟 を検出 した。この建物に伴い周囲に雨落ち溝を検出した。ニノ段の北東部

は土坑や城跡の中で最も大きい掘立柱建物 （2間×7間 ）を検出した。以上検出遺溝の概略で

あるが，本城跡は城内の様相が長宗我部地検帳のホノギで推測できる良好な城である。地検帳

によると，「詰 ノタン」「北蔵ノタン」

「政所 ノタン」「弓場ノタン」と記載 さ

れ，面積 も示されている。検地が行わ

れた時点では，城内は荒れ果てた土地

で城 としての機能は考えられない。し

かし城跡が機能 していた時点の，土地

の小字が伝承され，それが記載 された

と考えることができる。「詰ノタン」は，

詰で間違いな く，次に記載 されている

「北蔵ノタン」 と 「政所 ノタン」 をニ

ノ段と想定して見た。出土遺物から，

15世 紀後半から16世 紀前半代 に機能

したと考えられる城跡で，守護領国体

制が崩壊し，戦国時代に突入 した時期

に機能 している。今回の調査で，検出

遺構 と，文献面から，城内の曲輪の機

能分化 まで追究 して考えることができ

た。さらに来年度の調査で，虎口遺構

の全貌が解明されれば，土佐の中世城

郭を考えていく上で重要な資料を提供

できるものと思 う。 芳原城跡縄張図 （池田誠作図）



ふしはらおおつか こ ふん

伏原 大塚古墳 （92-6YO）

1．所 在 地 香美郡土佐山田町楠 目字伏原大塚678

2．立 地 物部川右岸の標高約50ｍ の長岡台地上

3．時 代 古墳時代

4．調査期間 平成4年7月27日 ～平成5年1月30日

5．調査面積300㎡

6．担 当 廣田佳久 ・竹村三菜

7．調査内容 本年度の調査 は昨年度に引続 き，2年 目に当たる。本年度は国庫補助事業 と

して，昨年度前方後方墳ではないかと想定 した墳形の立証とその規模の確認に主 目的をおき，

3ヶ 所を調査対象地に選定 し，順次調査を実施した。

第1次 調査区は，古墳の北東端部と想定した箇所で，2本 の トレンチを設定 し調査 した結果，

周溝のコーナー部を確認することができた。さらに，周溝は西側が2条 であったのに対 し東側

は1条 であることが判明 した。このことにより，古墳西側にのみ周溝 を2条 配 していたことに

なる。このことは埴輪の樹立にも関係するようで，出土量が西側に比べ東側は極端に少ない。

因みに古墳西側に樹立 していた埴輪数は，周溝 に埋没 していた状況並びに復元個体数から類推

すると20個 体前後ではなかったかと考えられる。

第2次 調査区は国道195号 線を挟んだ南側で，前方部東側の周溝の存在が推定された部分で

あったが，調査の結果，幅2ｍ の溝跡を検出 したが深さが30㎝ と浅 く，かつ近世の土坑によ

ってその大半が掘削されてお り，周溝 と断定するには至 らなかった。そのため第3次 調査区が

古墳の全貌確認のために重要な置調査区となった。

第3次 調査区は，前方部と後方部の くびれ部ではないかと想定 した箇所である。南に屈曲し

て延びるとみられていた周溝は，そのまま東へ続いており，前方部が存在するかのように現地

形で東西にくびれが残存するのは後世の所産 と言わざるを得ないであろう。このことにより当

古墳は一辺34ｍ の大形方墳であったことになり，周溝を含めたその規模は南北38ｍ ，東西43

ｍに及ぶことが判明した。これまで四国最大規模を誇った香川県角塚古墳 （一辺34ｍ ）と同規

模ないしそれを上回ることになる。ただし，時期的にはかなりの隔たりがあり関連性はなさそ

うである。また，第3次 調査区では主体部の排水施設 とみられる石組の暗渠が検出された。こ

の暗渠は，周溝に排水する形 に設置され，幅約3ｍ で主体部に向かって延びる土坑 （石室構

築の際の作業坑か）の中央部に造 られていた。暗渠の基底面は約2°の傾斜角をもってお り，

最初は地山の砂礫層 となっていたが，土坑の底面に至った段階で平たい河原石を敷いて傾斜 を

つけていた。

以上，今年度の調査概要 について記 したが，次 ぎに昨年度の成果並びに昭和52年 に土佐山

田町史編纂事業の一環 として実施 された主体部の調査結果をも参考に当古墳 について考えてみ



たい。

まず，築造時期 についてみてみよう。昭和52年 の主体部の調査では多数の副葬品が床面か

ら出土 している。その大半は須恵器で，4時 期の変遷をおうことができ，最も古いものは陶邑

のTK-10に 併行 もしくはやや古い要素のあるもので，時期的には6世 紀第2四 半期後半に位

置付けることができるのではなかろうか。また，出土した埴輪もほぼその時期に該当さすこと

がで きよう。続 く時期の須恵器は，6世 紀後半，6世 紀末～7世 紀初めそして7世 紀後半に該

当さすことができ得るものである。このことから，当古墳では3度 の追葬が行われたとみるこ

ともで き，また，当初竪穴式石室と報告されていた主体部が横穴式石室であったとみた方が適

切のようである。ただ し，前回は5日 という短期間の調査であり，今回は主体部の調査を行っ

ておらず，結論付けるには資料不足で，今後の調査に期待 される。なお，現状では主体部上部

ならびに盛土の大半は削平されている。

次に，県下初の円筒埴輪についてみてみよう。これ らの円筒埴輪は，器高60～70㎝ ，口径

28～35㎝ を計 り，口縁部の形態によって，A類 （ラッパ状 に開 くもの），B類 （直立するもの）

の2種 類に分類でき，A類 はさらにC種 ヨコハケの施された範囲と口縁部の開き具合によって

さらに2種4類 に細分できる。また，A類 の口縁部外面にはハケ状工具による斜め方向の刺突

文が施されている。これら埴輪は，須恵器の制作技法 とほぼ同じであり，かつ焼成が須恵器と

全 く遜色ないこと，横断面が楕円形を呈するものも存在するが円形を指向 していることからな

どから須恵器系円筒埴輪 と位置付けることが可能で，他に類例がみられないことから土佐型埴

輪 とも言い得るものかもしれない。

最後に，墳形についてみてみると，一辺34ｍ を測る大形方墳 ということになり，周溝 を含

めた規模は南北38ｍ ，東西43ｍ となる。県下では，宿毛市高岡山l号 墳が方墳であった可能

性を指摘されている以外皆無で，県下でその変遷を掴むことはできず，全国に目を転じなけれ

ばならないであろう。現在確認されている一辺30ｍ 以上 を測る大形方墳は全国で約60基 で，

時期的，地理的，規模的にみて当古墳に関連する可能性のある古墳 として大阪府塔塚古墳，奈

良県桝山古墳，島根県石屋古墳などの古墳の名を挙げることもできなくはないが，推測の域 を

脱 し得ず，今後の研究に期待 されよう。ただし，

先述のような埴輪の存在，数多 くの副葬品そし

て四国最大規模の大形方墳 を築造 し得た者は少

なくとも物部川水系延いては高知平野を総括 し

ていた首長であったことにはほぼ間違いないで

あろうし，中央との密接な繋がりなしには存在

し得なかったのではなかろうか。

伏原大塚古墳出土の円筒埴輪



と さ こくぶん じ

土 佐 国 分 寺 跡 （92-4・25KB）

1． 所 在 地 南 国 市 国 分

2． 立 地 国 分 川 右 岸 の 標 高 約13ｍ 前 後 の微 高 地 上

3． 時 代 奈 良 ～平 安 時 代

4． 調 査 期 間 平 成4年4月27日 ～5月15日 （庫 裡 ）

平 成4年10月12日 ～11月13日 （参 道）

5． 調 査 面 積90㎡ （庫 裡 ）130㎡ （参 道 ）

6． 担 当 山 本 哲 也 ・松 村 信 博

7．調査内容 史跡等現状変更許可申請書の提出に基づ く調査 として，庫裡新築及び参道改

修部分について発掘調査を実施 した。土佐国分寺跡は，伽藍配置は不明なものの寺域を囲む土

塁，基壇状の土壇等が遺存 してお り，大正1l年l0月12日 に国の史跡に指定 されている。史

跡指定範囲は，宗教法人国分寺 （真言宗智山派 ・四国八十八ヶ所第二十九番霊場）寺地及び民

有地 （田，畑） ・市道等 となっている。

調査地のうち庫裡新築部分は，寺域北東の一画で客殿の北側に位置する場所。調査の結果，

掘立柱建物跡2棟 ・塀跡2列 ・柱穴 ・ピットなどが検出された。掘立柱建物跡のうちSBl0は ，

0.95×1.05ｍ を測る方形の掘方をもち （掘方中心間2.4ｍ ），倉庫又は雑舎等の付属施設であ

ると推察 されることから，当該建築工事区域から除外 され保存が図られることになった。

参道改修部分は，寺域東側の一画で書院及び内庭園の南側 に位置する。中門から受付にかけ

ての参道が対象で，全面発掘を行った。その結果，柱穴 ・瓦溜 り・ピット等の寺院存続期の遺

構に加えて，天保年間に所在 したとされる六角堂 （経蔵）の一部などの近世遺構が確認 された。

この部分では，近世 （江戸時代中期後半～幕末）の削平 を著しく受けていることが確認された。

土佐国分寺跡の調査としては，史跡等現状変更に伴 う調査 と共に，昭和62年 度から南国市

教育委員会によって遺構等の確認を目的とした調査が随時，実施 されている。これまでに，南

限を画する土壇 ・溝跡，僧房と考えられる掘立柱建物群などが検出され，創建期の様相が次第

に明らかにされつつある。次年度には現金堂 （重要文化財）の北側の土壇跡 （推定講堂跡）等

を対象 とした調

査が計画されて

おり，今後の調

査成果によって

さらに具体像が

解明されるもの

と期待される。 庫裡 発掘 区域 （手前 白線部分SB10） 参道発掘 区域 （中門か ら）



ほんむら

本 村 遺 跡 （92-9NH）

1． 所 在 地 香 美 郡 野 市 町 本 村

2． 立 地 小 丘 陵上

3． 時 代 弥 生 時 代

4． 調 査 期 間 平 成4年5月11日 ～7月31日

5． 調 査 面 積3,000㎡

6． 担 当 坂 本 憲 昭

7．調査内容 本村遺跡は，昨年度圃上整備事業に先立つ試掘調査が一部本発掘調査 を兼ね

て行なわれ，弥生時代中期の丘陵上に営まれた集落の存在が明 らかになった。 しか し当該事業

によって集落の立地する小丘陵は大幅な削平を受けるため遺跡の現状での保存は困難になった。

この様な情勢 を受けて文化財保護部局である野市町教育委員会が主体となって記録保存のため

の発掘調査 を平成5年 度に行い，遺跡の全体像を明らかにすることになった。

今回の調査では，昨年度に検出された竪穴住居址2棟 の他に，竪穴住居址3棟 と土抗3基 ，

溝状遺構，丘陵上の遺跡では瀬戸内地域を中心に検出例の多い段状遺構 と思われる遺構SXが

高知県では初めて検出された。遺物は丘陵上に立地するため，包含層が後世における削平のた

め一部 しか残存 してお らず層位ごとの取 り上げが行なえず量的にも比較的少量の出土であった。

しかし遺構の埋土中からはSXを 中心に多量の遺物が出土した。遺物の時期は弥生時代中期後

半から後期初頭にかけてと考えられる。本県において当時期の土器は，複合遺跡の田村遺跡群

から出土 しているが，まとまって遺構中から出土したのは本村遺跡が本県で初めてであり，当

該時期の土器の様相を明らかにする上で貴重な資料 を提供することになった。特に当期におい

て盛行する凹線文の土器がセ ットで出土してお り，瀬戸内地域で出土する凹線文を有する器種

の殆 どが出土することが解った。凹線文以外の在地の流れと考えられる土器 も出土 してお り両

者が同時期に併存 していたことが窺える。また土器以外でも石鏃，石包丁をはじめとする土器

も多 く出土 している。その他では鉄鏃3点 とガラス製勾玉，硬玉製管玉が出土 している。

今回の調査で弥生前期に沖積平野の微高地

に営まれた母村的集落が弥生時代中期後半の

丘陵上など比較的高い所に上がる時期の，5

棟から6棟 程度の比較的小規模な集落の姿が

明らかになるとともに凹線文土器の多量の出

土，ガラス製勾玉の出土などによって瀬戸内

地域などとの交流についても今後検討する必

要が生じてきたといえよう。

本村遺跡出土土器



はやしだ

林 田 シ タ ノ ヂ 遺 跡 （92-20YG）

1． 所 在 地 香 美 郡土 佐 山 田 町林 田字 シ タ ノヂ

2． 立 地 物 部 川 左 岸 の洪 積 台 地 上

3． 時 代 縄 文 時代 ・弥 生 時 代 ・古 代 ・中世

4． 調査 期 間 平 成4年9月17日 ～l1月9日

5． 調査 面積2,350㎡

6．担 当 山 崎 正 明 ・門 脇 隆 ・中 山 泰 弘 （土 佐 山 田町 教 委 ）

7．調査内容 林田シタノヂ遺跡は，標高約55ｍ の洪積台地上に立地しており，南方には弥

生時代中期の標式遺跡 （龍河洞洞穴遺跡）の存在が知 られている三宝山を望むことができる。

土佐山田町の洪積台地上には弥生時代後期から古墳時代にかけての中心的集落遺跡が存在 して

お り，隣接する林田遺跡もこの時期 を代表する遺跡である。又，本遺跡より上流の香北町美良

布遺跡からは縄文時代の良好な資料 も得 られている。このような立地条件のもとで発掘成果が

期待されていたが，全体的に遺物の量は少なかった。調査 Ⅰ区 ・Ⅱ区からは縄文 ・弥生時代の

資料を得ることができた。その中心 となるのは，調査 Ⅰ区での遺構出土の縄文土器であり，県

下で も希少な資料である。P8は89×64㎝ の楕円形のプランを有 し，47㎝ の深 さをもつ。

この埋土中層 より縄文時代後期初頭の中津式の古段階に併行する土器が2点 重なるように出土

した。共に体部上部に，太 くて深い沈線による文様帯を施 している。高知県中央部における縄

文後期編年を組 む上で指標 となる土器である。P11か ら出土 した土器片の外面には縄文原体

RLが 施されている。P1とP9か らは縄文時代晩期の土器片160点 が出土 した。浅鉢と深鉢

に分かれ，粗製の深鉢は体部に貝殻条痕が施され，口縁端部にはヘラ状原体又は貝殻腹縁で刻

目が施されている。調査 Ⅱ区の包含層からは，無刻目突帯文土器 ・刻目突帯文土器も見られた。

他にサヌカイ ト製で凹基式の石鏃が1点 見られた。これら縄文時代の資料は，土佐山田町の物

部川の流域 ・市街地周辺からは初めての出土である。

調査Ⅲ区は，歴史的に耕作地として長 く利用されてきた土地であ り，検出された遺構 も残 り

が悪 く出土 した遺物 も摩耗が激 しかった。

遺構 としては溝状のものが検出され，その時代 は古代 と推定されるが性格は不明である。遺

物は，古 くは縄文時代後期の浅鉢片や弥生時代 と思われる小形のみ状磨製石斧が出土 し，加え

て緑釉陶器片をはじめとする古代から近世にかけての土器細片が出土 した。

出土縄文土器 出土縄文土器



こ や が うち

木 屋 ヶ 内 遺 跡 （92-22TK）

1． 所 在 地 幡 多 郡 大 正 町 木 屋 ヶ内229～243

2． 立 地 梼 原 川 下 流 中位 段 丘

3． 時 代 縄 文 時 代 ～ 中世

4． 調 査 期 間 平 成4年9月10日 ～9月30日

5． 調 査 面 積125㎡

6． 担 当 前 田光 雄

7．調査内容 平成4年8月 に町営圃場整備工事中に大型の磨製石斧，石鏃及び縄文時代前

期 と考えられる土器片が出土し，町の方に届け出がなされ，急遽発掘調査が実施 されることに

なった。遺跡は四万十川中流域の支流梼原川の中位段丘の緩傾斜地に立地する。

遺構は縄文前期と考えられる石組みを1基 検出した他は中世に含 まれるものばかりであった。

遺物 としては，縄文時代早期の大型楕円押型文，前期の羽島下層式等の土器類が約200点 余 り

出土 しているものの，完形に近いものは出土しておらず，破片で占められる。しかし，当該期

としては県内では有数のものである。

石器 としては長 さ約24㎝ ，幅6㎝ ，厚さ3㎝ の大型の磨製石斧が1点 出土 してお り，裏

面を特に研ぎ出し断面はカマボコ形 をし，両頭に刃 を作出する。他にも小型の磨製石斧3点 が

出土 してお り，一遺跡から出土例 としては県下では初めてである。また，石鍬が約80点 と多

量に出土 してお り，十和村十川駄場崎遺跡，土佐山田町飼古屋遺跡，土佐清水市唐人駄場遺跡

に次 ぐ量である。石質は十川駄場崎遺跡 と同様 に珪質頁岩製で大部分が占められ，重 さ0.2g

程の軽量のものと7.5gと 重い尖頭状の2種 類が見 られる。他 に石器としては石匙，敲石等，

コア ・フレイク類は特 に多量に出土している。石材は珪質頁岩以外にサヌカイ ト，姫島産黒曜

石が僅かに搬入されている。

中世としては，15世紀後半に青磁，白磁，柱穴跡からは地鎮に使われたと考えられる古銭 「永

楽通宝」等が出土 し，傾斜地を段切 りにした平坦部で柱穴等が検出できた。 また炉跡 らしき焼

土跡を2か 所検出 してお り，山間部に於ける中世の生活様相の一端を知ることがで きた。

調査区 出土石斧



いわ い ぐち

岩 井 口 遺 跡 （92-24SⅠ）

1． 所 在 地 高 岡 郡 佐 川 町 斗 賀 野 字 岩 井 口

2． 立 地 伏 尾 川左 岸 標 高 約90ｍ の低 位 段 丘 上

3． 時 代 弥 生 時 代 ・中 世

4． 調 査 期 間 平 成4年l0月12日 ～12月12日

5． 調 査 面 積3,600㎡

6． 担 当 廣 田佳 久 ・山 崎 正 明 ・竹 村 三菜

7．調査内容 岩井口遺跡は，斗賀野盆地の北西端部に位置 し，立地的には斗賀野盆地を北

流する伏尾川左岸に形成された低位段丘上にあり，岩井口の谷部両側に所在する。

当遺跡は，平成2年 度に実施 した斗賀野地区県営圃場整備事業に伴う事前の試掘調査の際確

認された遺跡で，本年度工事区域 となることから本調査を実施 した。

確認された遺構は，弥生時代 と中世に分けることができ，中で も14・15世 紀の館跡が確認

され注目される。

まず，弥生時代では終末期に属する竪穴住居跡と高床式倉庫ではないかとみられる建物跡各

1棟 を検出した。竪穴住居跡は，平面形が方形で一辺約4ｍ を測 り，住居から2～3ｍ 離 し

たところに排水の為 とみられる幅30㎝ の溝 を巡らしていた。このような類例 は県下には見あ

たらない。また，この周溝からは叩き目の明瞭に残る甕1点 と小形の鉢2点 が出土 している。

中世では，南北朝から室町時代にかけて約200年 間存続したとみられる在地領主の館跡並び

に周辺の建物跡を検出した。館は周囲に2条 の溝 を巡らし，その規模 は東西約50ｍ ，南北約

45ｍ で，2条 の溝の間は約8ｍ あ り，この間に土塁 を築いていたのではないかとみ られる。

館内では梁間2～3間 ，桁行3～5間 程度の掘立柱建物を10棟 ほど配 していたことが窺え，

母屋 とみられる中心部の建物は数度の建て替えが行われていた。館の外では梁間1～2間 ，桁

行1～4間 程度の建物が目立ち，当時は領主を中心にその周 りに家来，さらにその外に農民を

配 したものとみられる。このことは出土遺物からも推察される。

館跡完掘状態 土師質土器出土状態



まつ き

松 ノ 木 遺 跡 （92-27MMⅢ ）

1． 所 在 地 長 岡郡 本 山 町寺 家

2． 立 地 吉 野 川 上 流 中位 段 丘

3． 時 代 縄 文 時 代 ～近 世

4． 調 査 期 間 平 成4年10月13日 ～平 成5年3月19日

5． 調 査 面 積550㎡

6． 担 当 前 田光 雄 ・吉 成 承 三

7．調査内容 本年度で3度 目の調査 となり，県下初の縄文時代後期の住居跡1軒 を検出 した。

住居跡内からは高知県西部の宿毛貝塚を標式 とする後期前半の2本 沈線による磨消縄文の宿毛

式土器が数点出土 した。住居跡は径3ｍ 弱の小判形の小型のもので，住居跡内からは建築資材 と

考えられる炭化材が多量に出土しており，またサヌカイト製石鏃4点 と剥片が出土している。

遺構 としては他に土坑7基 ，性格不明の集石， ピット約50基 余 りを検出した。時期的には

縄文時代前期から晩期，また弥生時代の もの も含まれる。中でも縄文時代前期 と考えられる円

形土坑内からサヌカイ ト製石鏃6点 と共にマダイと考えられる魚骨が出土している。

遺構外からは縄文時代早期と考えられる土器片及び前期から晩期に至るまでの土器が出土 し

ており，中で も県下では珍 しく前期，中期 に比較的纏 まりが認められ，大部分が瀬戸内の影響

を強 く受 けたものであ り，羽島下層式から大歳山式 までが確認されている。石器 としては30

～60gの 石錘が群を抜いて多量に出土している。サヌカイ ト製石鏃，敲石，抉入石器等が認め

られ，石斧類は4点 と少ない。また，石材は搬入品としてサヌカイ ト以外に姫島産黒曜石が出

土 している。石製品には滑石製及び泥質片岩製のけつ状耳飾 りが各1点 出土 している。また縄文

時代後期と考えられる部分的に赤彩を施 したミニチュア土器が遺構外から出土 している。

今回の調査 に於いて，宿毛式期の住居跡を検出したものの，平成2年 度の調査で 「土器捨て

場」から 「松 ノ木式」土器が多量に出土 しているが，今回の調査で も松ノ木式期の集落の把握

までには至らなかった。今後の調査に於いて，松ノ木式期の集落を始め他の時期の集落の全容

解明に期待 される。

住居跡検出状態 縄文土器出土状態



じんぜん じ はい じ

秦泉寺廃寺跡 （92-16KJ）

1．所 在 地 高知市中秦泉寺字鍛治屋 ヶ内

2．立 地 金谷川右岸の扇状地

3．時 代 白鳳時代～平安時代

4．調査期間 平成4年6月23日 ～7月l3日

5．調査面積160㎡

6．担 当 吉成承三 ・山本哲也

7．調査内容 昨年度に続 き，県道高知本山線道路改良工事に伴 う調査を行った。当寺院跡は，

白鳳期後半の創建。伽藍配置等の詳細は不明であるが，高知市役所秦支所北側の畑地及び県道

西側の宅地 ・畑地にかけて白鳳～奈良 ・平安時代の土器片 ・瓦類等が散布 し，これまでの発掘

調査により基壇状遺構 ・掘立柱建物跡 ・大溝 ・柵列 ・塀跡 ・瓦溜 ・柱穴 ・ピット等が検出され

ている。白鳳～奈良 ・平安時代にかけて，土佐郡の中心的な主要寺院であったと考えられ，創

建に際しては秦氏の関与が推察される寺院跡である。

今回の調査は，県道の西側拡張部 （歩道）を対象にしたもので，調査の結果，掘立柱建物跡 ・

土坑1基 を検出し，土器 （須恵器 ・土師器） ・瓦類が出土した。建物跡の性格については明ら

かではないが，付属施設の一部と考えられる。遺構の検出状況から，県道東側にかけての遺構

形成が推測される。なお，建物跡の掘形は円形で柱心間は1.30～l.50ｍ を測 り，廻廊的な要

素 も含まれる。

掘立柱建物跡



に

仁 ノ 遺 跡 （92-7HN）

1． 所 在 地 吾 川 郡 春 野 町 仁 ノ

2． 立 地 仁 淀 川 河 口左 岸 の 沖 積 平 野 標 高2～4ｍ

3． 時 代 弥 生 時 代 ～古 墳 時 代

4． 調 査 期 間 平 成4年5月l2日 ・8月17日 ～29日

5． 調 査 面 積600㎡

6． 担 当 前 田光 雄 ・山下 英 雄 ・山崎 正 明 ・松 村信 博

7．調査内容 仁 ノ遺跡は，平成2年 度の遺跡分布調査によって確認された遺跡である。今

回の調査は，民間の砂利採取事業に伴 う緊急発掘調査だが，事業者が遺跡の存在を確認せず工

事を行ったため，調査に着手 した時には既に遺跡の一部を残すのみとなっていた。

当遺跡は，耕作土の下に7ｍ 以上の厚い砂 ・砂利の堆積があり，地表下l.5～2ｍ の砂層
かい

で土器 ・木製品など大量の遺物を確認 した。杭 ・櫂状木製品など木器の保存状態も良 く，石棒 ・

叩き石等石器類 とあわせて当時の生活の一端を知ることがで きる。この包含層の上下ともに砂

層であ り，調査 した範囲では明確な遺構は検出できなかった。包含層中から出土 した土器は，

ほとんどが弥生後期末～古墳時代前期初頭 にかけてのものである。在地の土器以外に近畿地

方 ・瀬戸内海沿岸など各地の土器が入ってきてお り，（庄内式 ・布留式 ・東阿波型 ・西瀬戸内

系等）仁 ノ遺跡が，当時の海上交通の中継地 として，重要な役割を担っていたことが推察され

る。同時期の搬入土器は，北東約2㎞ に位置する西分増井遺跡からも出土 してお り，当遺跡

との関連が予想 される。

また，同じ層中に弥生前期前半の土器 （田村編年前期Ⅱ ・西見当 Ⅰ式）が100点 余 り混入し

ていた。流れ込みとみられるが，この時期の土器は，高知県では田村遺跡群など数例 しか報告

されておらず，貴重な発見 となった。

土器出土状況 木器品出土状況



かわぐちしんがい

川 口新階遺跡 （92-3TS）

1．所 在 地 幡多郡十和村川口新階

2．立 地 四万十川支流の長沢川右岸の河岸段丘上

3．時 代 縄文時代

4．調査期間 平成4年4月20日 ～4月24日

5．調査面積104㎡

6．担 当 廣田佳久

7．調査 内容 当遺跡は，かつて石鏃が表採

されたことによって発見された遺跡で，隣接 し

て川口ホリキ遺跡，対岸には十川駄場崎遺跡が

所在する。今回の調査 は，十川小学校プール建

設に伴うもので，予定地約600㎡ が対象 となっ

た。調査の結果，縄文早期の包含層 と考えるこ

ともできる土層 も認められたが，白色頁岩の剥

片が僅かに出土する程度で，今回の調査区は当

遺跡の縁辺部であると判断された。

かご たに

篭 ノ谷遺跡 （92-8KK）

1．所 在 地 高知市横浜篭ノ谷1199他

2．立 地 小規模谷平野

3．時 代 中世

4．調査期間 平成4年5月11日 ・12日

5．調査面積 約100㎡

6．担 当 松田知彦 （高知県教育委員会）

7．調査内容 今回の調査では，遺構 は確認

で きなかった。遺物は白磁片 （11～12世 紀）

及び土師器小片のみである。このような小規模

の谷平野にも輸入陶磁器が流通 していることは

注 目に値する。なお，調査区外縁部の耕作土中

よりチャート製石鏃1点 が表採 されており，付

近に縄文時代の遺跡が存在する可能性がある。

遺跡遠景

調査区全景



たか の

高野遺跡 （92-13HT）

1．所 在 地 高岡郡東津野村北川l889番 地

2．立 地 谷川に西面した河岸段丘上

3．時 代 縄文時代 ・中世

4．調査期間 平成4年10月26日 ～28日

5．調査面積8㎡

6．担 当 山下英雄 （高知県教育委員会）

7．調査内容 今回の調査では，青磁片が1

点とチャー トの石材が2点 出土 したのみであっ

た。当遺跡からは石鏃が2点 表採されてお り，

縄文時代前期の遺跡 と考えられていたがその手

がか りはつかめなかった。 しか し，高野遺跡が

広々とした河岸段丘上に立地 しているため，その

可能性を否定するものではない。今後の調査によ

り，遺跡の性格が明確にされることを期待したい。

さいはた おおがみ

西畑 ・大上遺跡 （92-15HS）

1．所 在 地 吾川郡春野町西畑 ・岐

2．立 地 仁淀川河口近 く東岸の自然堤防上

3．時 代 弥生時代～中世

4．調査期間 平成4年5月25日 ～27日

平成4年9月7日 ～10月21日

5．調査面積900㎡

6．担 当 近森泰子 ・江戸秀輝

7．調査内容 西畑遺跡ではシル トと砂利が

互層をなしており，遺物 ・遺構 は検出されなか

った。大上遺跡では青灰色粘土層中から多量の

遺物が出土 した。遺物は弥生土器，土師器，須

恵器，和泉型瓦器椀，洛西産緑釉陶器，白磁，

備前焼，加工木，土錘等であ り，仁淀川の支流
ふなと

である岐 川周辺に集落の存在が考えられる。

時期的には12～13世 紀が中心であ り，仁淀川

河口における海上 ・河川交易の活発 さを想像 さ

せ，長期間におよぶ遺跡の存在が明らかとなった。

遺跡遠景

大上遺跡近景



おくたに

奥谷遺跡 （92-17HO）

1．所 在 地 吾川郡春野町弘岡上2610

2．立 地 仁淀川下流域左岸の谷平野

3．時 代 弥生時代

4．調査期間 平成4年7月20日 ・21日

5．調査面積 約35㎡

6．担 当 山下英雄 （高知県教育委員会）

7．調査 内容 今回の調査 は，町道建設によ

って影響を受ける奥谷遺跡について，時代 ・性

格及び範囲を確認する目的で行った。調査場所

が遺跡の周辺部であるとみられるため，遺構は

検出されずまた，検出された遺物 も流れ込みと考

えられる。しか し，出土 した土器はすべて弥生時

代中期のものであり，奥谷遺跡の時期を特定でき

たことは大きな成果である。今後の調査により，

遺跡の本体部が明らかにされることを期待したい。

ムク リ山遺跡 （92-18OM）

1．所 在 地 幡多郡大月町竜 ヶ迫

2．立 地 丘陵尾根

3．時 代 縄文時代～弥生時代

4．調査期間 平成4年8月3日 ～14日

5．調査面積500㎡

6．担 当 前田光雄

7．調査内容 弥生時代中期の高地性集落 と

して昭和48年 に調査 を実施 し，住居跡を1軒

検出している。遺跡は海抜260ｍ の丘陵の尾根

部に位置 し，宿毛湾，遙か遠 くに豊後水道 を臨

む。今回の調査は大月町が単独で学術調査 を実

施 したものであ り，前回の住居跡部分 を中心 と

して周辺域の調査 を実施した。広範囲に亙 り土

器片等は出土 したものの，纏 まった遺物は出土

せず，また遺構 は検出されなかった。

出土土器群

調査区近景



さかもとおおひらいわかげ

坂本大平岩陰遺跡 （92-19IS）

1．所 在 地 吾川郡池川町坂本字大平

2．立 地 小郷川右岸山腹の大岩の陰

3．時 代 縄文時代～中世

4．調査期間 平成4年8月31日 ～同年9月9日

5．調査面積8㎡

6．担 当 松田知彦 ・山下英雄 （高知県教育委員会）

7．調査内容 当遺跡の発掘調査 は今回が始

めてであった。遺構は検出できなかったが，土

器類 ・石器類は縄文時代早期～弥生時代後期そ

れに中世 も出土 している。縄文時代早期の黄島

式押形文土器が出土 してお り，楕円文と山形文

の2種 類が確認できる。山形文土器5点 のうち

2点 は表裏共に山形文が施されている。また，

表に山形文，裏に楕円文が施されたものも出土

している。石器は石鏃7点 と打製の石包丁が出

土 している。岩陰付近の環境は稲作に適 したも

のではないが，石包丁は弥生人が持ち込んだも

のと考えられる。その他，姫島産黒曜石の剥片が出土 していることは，当時の交易圏を考える

うえで注目すべ きことである。当遺跡はキャンプサイ トとして使用されたものであろうが，今

後の調査によりさらに遺跡の時代及び性格が明確にされることを期待する。

出土した押形文土器群

ミズ クレ遺跡 （92-23TM）

1．所 在 地 土佐清水市清水旭町字 ミズクレ

2．立 地 海岸段丘上標高20～40ｍ

3．時 代 縄文時代

4．調査期間 平成4年9月l7日 ・l8日

5．調査面積35㎡

6．担 当 山本哲也 ・松村信博

7．調査内容 今までに縄文時代の石鏃 ・打

製石斧 ・石器剥片の表採は報告されているが，

詳細は明らかでなかった。今回の調査は，土佐

清水都市計画事業に伴う事前の確認調査である。

8ヶ 所の トレンチを設定 し調査 を行った。叩石

とチャート・頁岩の剥片が数点出土したが，時期

を特定できる遺物は確認できなかった。後世に削

平を受けたためか，遺構の形成も認められない。
ミズク レ遺跡遠景



ひがしざき

東 崎遺跡 （92-26NHⅢ ）

1．所 在 地 南国市東崎

2．立 地 長岡台地

3．時 代 弥生時代～古墳時代

4．調査期間 平成4年10月12日

5．調査面積20㎡

6．担 当 前田光雄 ・松田知彦 （高知県教育委員会）

7．調査内容 本遺跡は弥生時代から古墳時

代にかけての大規模集落と考えられ，数度の調

査が実施されてお り，県下では2例 目の方形周

溝墓等 も検出されている。今回の試掘調査は，

高知農業高等学校内に庭球コー ト造成に伴 うも

のであ り，2か 所の試掘坑の調査を実施 した結

果，遺構 は検出されなかったものの，良好な状

態で遺物包含層が確かめられた。遺跡は直接破

壊される恐れはなく，現状保存を講 じている。

ひらの

平野遺跡 （92-28HJ）

1．所 在 地 中村市鍋島平野字茶園

2．立 地 海岸段丘上

3．時 代 縄文時代

4．調査期間 平成4年10月26日 ～29日

5．調査面積 約60㎡

6・担 当 松田知彦 （高知県教育委員会）

7．調査内容 本遺跡は，周辺では双海遺跡

に次 ぐ規模を誇る縄文時代の遺跡である。今回

の調査は，市道建設に伴う試掘調査であるが，

遺構は確認で きなかった。また，遺物について

もすべて表土層よりの出土である。遺物は黒曜

石及びチャー トの剥片と縄文土器の細片である。

しかし，今回の調査のみで平野遺跡の全体像は

把握 しきれていない。地形的にみても遺跡の本

体は南側だと考えられ，黒曜石の剥片及び石鏃

が多数表採できることからも，今後本遺跡の保

護のため十分な注意が払われるべ きである。

試掘 トレンチ

発掘作業風景



ハ ザ マ ダ 遺 跡 （92-29HZ）

1． 所 在 地 南 国 市 植 田

2． 立 地 国 分 川 北 西 部 沖積 平 野

3． 時 代 弥 生 時 代 後 期 ～ 古代

4． 調 査 期 間 平 成4年11月18日 ～ 平 成5年1月11日

5． 調 査 面 積113㎡

6． 担 当 門脇 隆

7．調査内容 今回の調査 は高知県が行 う新

改西部地区県営圃場整備事業によって影響を受

ける土佐山田町 との隣接地域について，本遺跡

の時代，性格及び範囲等の確認を目的として実

施 した。この調査において，南北に長い調査対

象地域のほぼ中央にあたる3箇 所の トレンチよ

り遺構 “溝”が検出され，その中から弥生後期

から平安時代にかけての土器片が十数点出土し

た。

おか まえ

岡の前遺跡 （92-31MＯ）

1．所 在 地 幡多郡三原村芳井岡の前

2．立 地 下ノ加江川左岸の河岸段丘上

3．時 代 縄文時代

4．調査期間 平成4年11月16日 ～1l月21日

5．調査面積138㎡

6．担 当 寺川嗣

7．調査 内容 今回の試掘は，三原地区県営

圃場整備事業に伴 う事前の調査である。調査対

象区域に34本 の トレンチ （2ｍ×2ｍ ）を設定

し，調査を実施 した。当地域では，昭和61年

に行われた遺跡詳細分布調査により石鏃等が表

採 されており今回の調査が期待されたが，近代

以前の遺構は検出で きなかった。

また，遺物については，近 ・現代染付及び陶

磁器片が数点出土 したのみであった。

トレンチに検 出された溝跡

岡の前遺跡遠景



くに み

国 見 遺 跡 （92-33KN）

1． 所 在 地 中村 市 国見 字 ダバ

2． 立 地 中筋 川 左 岸 に接 す る低 丘 陵上 （標 高 約7ｍ ）

3． 時 代 縄 文 時 代 ～ 中世

4． 調査 期 間 平 成5年1月l3日 ～1月27日

5． 調 査 面 積238㎡

6． 担 当 曽我 貴 行

7．調査内容 今次調査は中村市立東中筋中

学校建設に先立つ確認調査である。2×2ｍ の

試掘坑50箇 所について調査 を実施 し，13箇 所

の試掘坑で遺構 ・遺物が確認された。遺構では

縄文 ・弥生時代のピット状遺構 ・溝状遺構が，

遺物では縄文土器 ・弥生土器 ・土師器 （古墳時

代）など約300点 が，それぞれ認められた。平

成5年 度に本格調査実施の予定。
出土土器

はつたんつぼ

八反坪遺跡 （92-37MH）

1．所 在 地 土佐郡土佐町田井八反坪

2．立 地 吉野川上流の右岸に形成された沖積地

3．時 代 縄文時代晩期，弥生時代中 ・後期

4．調査期間 平成5年3月8日 ・9日

5．調査面積68㎡

6．担 当 出原恵三

7．調査内容 八反坪遺跡 は，高知県の縄文

時代晩期前半の土器型式である八反坪式土器の

標識遺跡であるが，これまで本格的な調査がな

されておらず，今 日では正確な土器出土地点や

遺跡の範囲を知ることができなくなっている。

今次調査は，八反坪に隣接する田岡病院が浄化

槽を新設するについて，確認の為に実施 したも

のである。調査区の2個 所に試掘グリットを設

定 したが，共に地表1ｍ 前後の客土があり，以

下旧耕土と粘土 ・シル トが互層に体積 しており

地表下2ｍ の地点で縄文晩期 ・弥生中期の土器細片を数点検出したのみであ り，生活面や遺物

包含層を確認することはできなかった。

八反坪遺跡発掘風景



もりきたしゃめん

バ ーガ森北斜面遺跡 （92-33IB）

1．所 在 地 吾川郡伊野町バーガ森字奥名

2．立 地 標高約40～70ｍ の丘陵北斜面

3．時 代 弥生時代

4．調査期間 平成4年l月18日 ～2月4日

5．調査面積200㎡

6．担 当 寺川嗣 ・松村信博

7．調査内容 当遺跡は弥生中期の高地性集

落 として著名であ り，昭和49・52年 には発掘

調査 も行われている。今回の調査 は，伊野南地

区基幹農道整備事業に伴 う事前の試掘調査であ

る。農道予定地の西端部のみの調査だったが，

トレンチを17箇 所設定 した結果，尾根上の ト

レンチ7箇 所より弥生土器 ・石器が出土 した。

遺構は土坑を一基確認したのみだったが，周辺

への遺構の拡が りが予想 される。

調査区遠景

さか え だ

栄 エ 田 遺 跡 （92-34SE）

1． 所 在 地 南 国 市 岡 豊 町 定 林 寺 字 栄 エ 田 ・宮 ノ前 他

2． 立 地 山地 に続 く丘 陵 の 間 の 谷 とそ の周 辺 の平 地

3． 時 代 縄 文 時 代 後 期 ～ 近 世

4． 調 査 期 間 平 成5年2月1日 ～3月1l日

5． 調 査 面 積200㎡

6． 担 当 江 戸 秀輝

7．調査 内容 今回の調査は，四国横断自動

車道建設の関連工事に伴う事前の試掘調査であ

る。2×5ｍ の トレンチ20ヶ 所を調査 した結果，

柱穴，溝，土坑等の遺構及び谷川の跡等の自然

遺構 を検出した。遺物については，縄文後期～

晩期の土器片，多量の弥生時代の土器，また両

時代の石器，古墳時代～近世までの遺物の出土

があり，長い時代にわたる集落の存在が考えら

れる。

溝状遺構 ・遺物出土状況



ひさつぐ

久 次 遺 跡 カ リヤ ガ ノ 地 区 （92-30YHK）

1． 所 在 地 香 美 郡 土 佐 山 田 町久 次 カ リヤ ガ ノ

2． 立 地 平 地

3． 時 代 弥 生 時 代 ～室 町 時 代

4． 調 査 期 間 平 成4年ll月21日 ～12月28日

5． 調 査 面 積2,000㎡

6． 担 当 中 山泰 弘 （土 佐 山 田町 教 育 委 員 会 ）

7．調査内容 新改西部地区県営圃場整備事業に伴 う試掘調査 により遺構 ・遺物等が確認さ

れたことにより平成4年 度工事施工予定地内を緊急に発掘調査を実施 した。調査の結果，弥生

時代後期終末の住居跡7棟 ，古墳時代の住居跡5棟 ，土坑墓1基 ，奈良時代の掘立柱建物跡，

中世の溝跡6条 ，ピット多数が検出された。遺物は，弥生土器，土師器，須恵器，緑釉陶器，

砥石，鉄鏃等が出土 した。

遺跡全景航空写真 出土土器

しんがいせい ぶ

新改西部遺跡群 （92-35YHG）

1．所 在 地 香美郡土佐山田町久次

2．立 地 国分川北岸の段丘面

3．時 代 弥生～室町時代

4．調査期間 平成4年10月16日 ～平成5年2月3日

5．調査面積332㎡

6．担 当 中山泰弘 （土佐山田町教育委員会）

7．調査内容 新改西部地区県営圃場整備事業に伴 う事前の試掘調査 として実施 された。調

査は，圃場整備事業対象地について2×2ｍ グリッドを設定 し行われた。その結果，北部，南

部，中央部付近において遺物包含層が認められ，竪穴住居跡，溝跡， ピット等の遺構 も確認さ

れ，部分的な範囲ではあるが，全体的には広範囲にわたる遺跡であることが判明 した。なお，

今回の試掘結果に基づき，平成4年 度に圃場整備事業施行予定地については，久次遺跡として

緊急発掘調査 を実施 した。



たつ が さこ

竜 ヶ 迫 遺 跡 （92-36OT）

1． 所 在 地 幡 多 郡 大 月 町 竜 ヶ迫

2． 立 地 海 岸 に突 出 した 丘 陵斜 面

3． 時 代 旧 石 器 時代

4． 調 査 期 間 平 成4年8月11日 ・12日

5． 調 査 面 積8㎡

6． 担 当 山 本哲 也 ・森 田 尚宏

7．調査内容 ムクリ山遺跡の確認調査 を実施中に，竜 ヶ迫地区の竹 田氏の採集遺物の中に

サヌカイ ト製ナイフ形石器が存在することが判明 し，本県初のサヌカイ ト製ナイフ形石器であ

ることからその採集地点を確認するために調査が行われた。現地は頂部の天満宮の石段下方の

参道であり，かなりの急傾斜面である。状況からみると流れ込みとも考えられたが，堆積状況

等を確認するために参道及び両側に4ヶ 所の小 トレンチを設定した。遺物は参道部の トレンチ

から出土 してお り，表土下の灰褐色粘質土中から頁岩製の小形ナイフ形石器1点 と剥片類であ

った。サヌカイ トは確認されず，ナイフ形石器の形態が違うことからみれば，採集 されたナイ

フ形石器 と今回確認されたナイフ形石器との間には時期差があると考えられる。

出土遺物 （1・2ナ イフ形石器3剥 片4石 核）S＝1／2



Ⅴ 条 例 ・規 則 ・規 程 等

高 知 県 条 例 ・規 則

1． 高知 県立 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ーの 設 置 及 び 管 理 に関 す る条例

（平成3年3月20日 条例第3号 ）

高知県立埋蔵文化財センターの設置及び管理に関する条例をここに公布する。

高知県立埋蔵文化財センターの設置及び管理に関する条例

（設置）

第一条 埋蔵文化財 を発掘 し，保存 し，及び公開することにより，埋蔵文化財に対する知識を

深め，もって県民文化の振興に寄与するため，高知県立埋蔵文化財センター （以下 「セ

ンター」 という。）を南国市に設置する。

（管理の委託）

第2条 教育委員会は，センターの管理に関する業務を財団法人高知県文化財団に委託するこ

とができる。

（委任）

第3条 この条例に定めるもののほか，センターの管理に関 し必要な事項は，教育委員会規則

で定める。

附 則

この条例は，平成3年4月1日 から施行する。

2． 高 知 県 立 埋蔵 文化 財 セ ン ター の設 置 及 び 管 理 に関 す る条例 施 行 規 則

（平成3年3月26日 教育委員会規則第5号 ）

高知県立埋蔵文化財センターの設置及び管理に関する条例施行規則 をここに公布する。

高知県立埋蔵文化財センターの設置及び管理に関する条例施行規則

（趣旨）

第1条 この規則は，高知県立埋蔵文化財センターの設置及び管理に関する条例 （平成3年 高

知県条例第3号 ）第3条 の規定に基づき，高知県立埋蔵文化財センター （以下 「セ ン

ター」という。）の管理について，必要な事項を定めるものとする。

（センターの利用）

第2条 センターを利用しようとする者 （第4条 において 「利用者」という。）は，センターに

保存されている埋蔵文化財及び保管されている埋蔵文化財に関する資料 （第4条 におい

て 「埋蔵文化財等」という。）の観覧，閲覧，撮影又は模写等をすることができる。

（利用時間）

第3条 センターの利用時間は，午前8時30分 から午後5時 までとする。



2教 育委員会は，前項の規定にかかわらず，特に必要 と認めたときは，同項の利用時間を変

更することができる。

（遵守事項）

第4条 利用者は次に掲げる事項を守 らなければならない。

1セ ンターの施設，設備若 しくは埋蔵文化財等を損傷 し，又はそのおそれのある行為をしな

いこと。

2他 の利用者に迷惑を及ぼす行為をしないこと。

3前2号 に掲げるもののほか，センターの管理上必要な指示に反する行為をしないこと。

（休所 日）

第5条 センターの休所 日は，次に掲げるとお りとする。ただ し，教育委員会が特に必要と認

めたときは，これを変更 し，又は臨時に休所日を設けることができる。

1日 曜 日及び土曜 日

2国 民の祝 日に関する法律 （昭和23年 法律第178号 ）に規定する休 日

31月2日 から1月4日 まで及び12月28日 から12月31日 まで

（委任）

第6条 この規則に定めるもののほか，センターの管理及び運営に必要な事項は，教育長が別

に定める。

附 則

この規則は，平成3年4月1日 から施行する。

附 則

この規則は，平成4年7月18日 から施行する。

財 団 法 人 高 知 県 文 化 財 団 規 程

3． 財 団法人高知県文化 財団組織規程

第1章 総則

（趣旨）

第1条 この規程は，財団法人高知県文化財団 （以下 「財団」という。）の組織に関し必要な

事項を定め，財団事務の適正かつ能率的な執行を図ることを目的とする。

（組織）

第2条 財団に事務局を置 く。

2事 務局に次の表に掲げる機関を置き，

その内部組織 として課を置 く。

3理 事長は，必要があると認めるとき

は，課に班又は係を置 くことができる。



第3章 事務分掌

（埋蔵文化財センターの分掌事務）

第7条 埋蔵文化財センターの分掌事務は，次の各号に掲げるとお りとする。

（1）受託 した高知県立埋蔵文化財センターの管理運営に関すること。

（2）所の予算及び決算に関すること。

（3）所の文書及び公印に関すること。

（4）所の職員の服務及び福利厚生に関すること。

（5）埋蔵文化財の調査研究に関すること。

（6）埋蔵文化財の整理保存に関すること。

附 則

1こ の規程は，平成3年4月1日 から施行する。

2財 団法人高知県文化財団組織規程 （平成2年4月1日 制定）は，廃止する。

附 則

この規程は，平成3年7月1日 から施行する。

附 則

この規程は，平成3年9月6日 から施行する。

附 則

この規程は，平成3年11月15日 から施行する。
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